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ＪＡは、お預りしている貯金等を原資として、組合員・地域の皆さまのさまざ
まな資金ニーズにお応えするためにご融資を行っています。
平成28年3月末現在の貸出金残高は3,223億円、うち地方公共団体向け貸出金は 
400億円です。

ＪＡが組合員をはじめ地域の皆さまからお預かりしている貯金等の残高は、平
成28年3月末現在1兆7,993億円となり、前年比432億円増加しました。

信連の資金調達の状況

貸出金合計 地方公共団体向け貸出金

信連貯金等残高の推移

平成25年度末 平成26年度末 平成27年度末

平成25年度末 平成26年度末 平成27年度末

平成25年度末 平成26年度末 平成27年度末

総合農協 その他農協、連合会、准・孫会員等 地方公共団体 金融機関 事業法人等

信連貯金預り先別残高

総合農協 その他農協、連合会、准・孫会員等 地方公共団体 その他

地方公共団体
248億円

総合農協
1兆3,517億円

その他
122億円

当会の貯金等の残高は、平成28年3月末現在1兆3,961億円となり、前年比559億
円増加しました。

JAの資金調達の状況

JAの貯金等残高の推移

JAの貸出金の状況

JAの貸出金残高の推移

400億円

信連の貸出金の状況

信連貸出金残高の推移

平成25年度末 平成26年度末 平成27年度末

当会の貸出金の残高は、平成28年3月末現在884億円となり、前年比32億円
減少しました。

当会の資金調達は主として総合農協（ＪＡ）からの貯金によるものです。

信連貸出先別貸出金残高

金融機関
299億円

事業法人等
352億円

県下ＪＡおよび当会にお預りしている貯金等を原資として、地域の皆さまのさ
まざまな資金ニーズにお応えするためにご融資を行っています。

地方公共団体
211億円

その他農協、
連合会、
准・孫会員等
73億円

その他農協、
連合会、
准・孫会員等
9億円

総合農協
11億円

3,223億円

421億円449億円

3,162億円3,148億円
1兆7,993億円1兆7,561億円1兆7,125億円

884億円916億円932億円

1兆3,961億円1兆3,401億円1兆3,231億円

■ 資金調達および資金供給の状況

地域貢献情報
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■ 地域密着型金融への取り組み
　新たな食料・農業・農村基本計画の策定を受け、ＪＡグループをあげて農業の担い手支援に
取り組んでいくなか、ＪＡバンクえひめとしても、ＪＡ・県信連・農林中金が一体となり、
「担い手のメインバンク」としての地位確立・機能発揮を目指し、担い手金融の強化に積極的
に取り組んでおります。
　それぞれの役割分担としては、ＪＡは、認定農業者（農家）や集落営農組織、ＪＡ出資法人
などの担い手を主体に金融対応を行っており、県信連・農林中金は、ＪＡの取り組みを推進・
支援するとともに、「ＪＡの対応が困難な農業法人などの担い手」に対し、直接融資、または
ＪＡとの協調融資などにより積極的な金融対応を行っております。

● 農業者等の経営支援
　当会では、農業を基盤とする金融機関として、「健全な事業を営む農業者・中小事業者
などの地域のお客さまに対して必要な資金を円滑に供給していくこと」を、「当会のもっ
とも重要な役割のひとつ」として位置付け、当会の担う公共性と社会的責任を強く認識
し、その適切な業務の遂行に向け真摯に取り組んでおります。
　また、個人保証契約については、「経営者保証に関するガイドライン」を遵守して取り
扱うこととしております。

○ 取組方針
　農業者・中小事業者などの地域のお客さまから新規融資や貸付条件の変更などの申込み
があった場合には、お客さまの特性および事業の状況を勘案のうえ、公正・迅速・誠実に
対応し、理解と信頼が得られるよう努めております。

○ 態勢整備
　農業者・中小事業者などの地域のお客さまに必要な資金を円滑に供給するため、常勤役
員および関係部署長を構成員とする「金融円滑化委員会」を設置し、金融円滑化にかかる
対応を一元管理するとともに、「金融円滑化管理責任者」を選任し、当会における金融円
滑化の方針や施策の徹底に努めております。

● 農山漁村等地域の活性化のための融資を始めとする支援
○ 「えひめ中小企業応援ファンド（農商工連携枠）」への資金拠出
　愛媛県が中心となって設立した「えひめ中小企業応援ファンド（農商工連携枠）」に3
億円を無利子で提供し、農商工連携事業の支援を行っております。

○ 農業メインバンクＣＳ調査の実施
　多様化する農業者のニーズに十全に応えるために、平成27年度は県下2ＪＡ（ＪＡ西
条・ＪＡおちいまばり）において農業メインバンクＣＳ調査を実施しました。この調査で
得られた結果を今後の取り組みに反映させていきます。また、平成28年度も引き続きＣＳ
調査を実施していきます。

○ ＪＡグループ愛媛担い手サポートセンター連絡協議会の設置
　えひめ農業に対する県域応援態勢を強化するために、平成28年4月設置に向け、各連合
会・中央会で協議・検討を重ねてきました。今後とも、より積極的に農業の現場に出向い
ていく態勢を目指します。

○ 愛媛県農業法人協会への加入
　愛媛県農業法人協会に賛助会員として加入し、同協会を通して愛媛県下農業に関する情
報収集に努めるとともに、農業融資の拡大を図るため、加盟法人への訪問活動を行ってお
ります。
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● 担い手農家の経営のライフサイクルに応じた支援
○ 各種利子助成支援
　担い手農家の農業経営の負担軽減を目的として、ＪＡバンク利子補給、ＪＡバンクえひ
め利子補給、災害資金利子助成などを実施しております。

○ 相談対応支援
　ＪＡ担い手金融リーダーと担い手農家・農業法人へ同行訪問を実施するなど、農業資金
の利用相談などに取り組んでおります。

○ 各種農業資金、制度資金の提供
　ＪＡと協調し、農業近代化資金、日本政策金融公庫（農林水産事業）資金などの各種農
業資金、制度資金を貸出しております。

【主な制度資金など】

名　　　称 資 金 の 概 要

農 業 近 代 化 資 金
農業の「担い手」の経営改善のため、低利で提供される長期の制度資金
です。施設の取得・拡張、設備・農機具購入、長期運転資金など幅広い
資金調達をサポートしています。

農業経営改善促進資金
（新スーパーＳ資金）

「認定農業者」の農業経営に必要な運転資金のため、低利で提供される
短期の制度資金です。設定した借入枠の範囲内で何度でも借入れと返済
ができ、効率的に利用できます。

青 年 等 就 農 資 金
認定新規就農者が青年等就農計画の達成に必要な経費のために、無利子
で提供される長期の制度資金です。

「認定農業者」の経営改善のための長期資金です。返済期間が15年を
超える、資金規模が大きい、農地取得を含むなどの場合に利用できま
す。

農業経営基盤強化資金
（スーパーＬ資金）

農業の「担い手」の経営改善のための長期資金です。返済期間が15年
を超える、資金規模が大きい、農地取得を含むなどの場合に利用できま
す。

農 業 改 良 資 金
農業の「担い手」の新作物分野・新技術へのチャレンジ、新たな加工・
流通部門への進出など、高リスク農業への取組み支援のため、無利子で
提供される長期資金です。

農林漁業セーフティネット資金 災害や経営環境の変化などにより経営状況が悪化した農林漁業者に対
し、経営の維持安定に必要な資金を融通する資金です。

アグリマイティー資金 施設の取得・拡張、設備・農機具購入から短期の運転資金まで、農業に関す
るあらゆる資金ニーズに対応できるＪＡバンク独自の資金です。

農業制度資金（愛媛県関係資金）

農業制度資金（日本政策金融公庫資金）

ＪＡ独自資金

経営体育成強化資金

アグリスーパー資金 水田・畑作経営所得安定対策にかかる農業経営に必要な運転資金ニーズ
に対応できるＪＡバンク独自の資金です。
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● 経営の将来性を見極める融資手法を始め担い手農家に適した資金の供給
○ 農業負債整理資金の提供による経営支援
　農業負債整理資金を提供（担い手金融の主体となるＪＡからの提供。当会は相談対応な
ど、ＪＡサポートを担当）するなど、経営不振農家に対する経営支援に取り組んでおりま
す。

営 農 ロ ー ン
組合員の営農に必要な営農資金に利用でき、迅速な対応が可能なＪＡ
バンク独自の資金です。設定した借入枠の範囲内で何度でも借入れと
返済ができ、効率的に利用できます。

JA農機ハウスローン 組合員の営農に必要な長期資金に利用でき、迅速な対応が可能なＪＡ
バンク独自の資金です。

ＪＡ新規就農応援資金 青年等就農資金などの制度資金の補完を行うことで、新規就農者の就
農定着を支援するＪＡバンク独自の資金です。

信連アグリサポート資金
農業者（個人・法人）が行う農業生産および農産物の加工・流通・販売な
どに関する運転資金・設備資金を低利かつ迅速に融通する県信連独自の
資金です。

県信連独自資金

（注）上記商品の詳細は、お近くのＪＡ窓口にお問合せください。

名　　　称 資 金 の 概 要

●「ＪＡバンクえひめ農業所得増大・
　　  地域活性化応援プログラム」の策定

　ＪＡバンクえひめとして、農業所得の
増大と地域の活性化に貢献するために、
県域応援企画として『ＪＡバンクえひめ
農業所得増大・地域活性化応援プログラ
ム』を策定し、平成28年3月4日に全体像
および概要について地元マスコミなどに
対して情報発信を行いました。

● 商談会の実施
○第２回ＪＡバンク四国商談会
　東京国際フォーラムにて、平成28年2月
5日に四国4県のＪＡバンクと農林中央金
庫高松支店合同で「第2回ＪＡバンク四国
商談会」を開催しました。
　平成26年1月に続き今回で2回目の実施
であり、セラー45団体（うち当県は14団
体参加）、バイヤー120団体以上が参加
し、前回を上回る活気溢れる商談会とな
りました。

■ 農業応援活動
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もっと応援します

新規就農
新規就農応援事業がさらに活用しやすくなりました。

平成27年度新規就農応援事業

独立新規就農者の皆さんへ

事業実施主体

種や苗、肥料の購入など、農業経営にかかる費用を助成します。

詳しくはお近くのJA・担い手サポートセンターまたはJAバンクアグリ・エコサポート基金へお問い合わせください。

●本事業の助成を受けるにあたっては、事前申請が必要です。事前申請がない場合、本申請はできませんのでご留意ください。
●助成総額には上限があります。そのため、多数の申請があった場合には助成要件を満たしていても助成額が減額または助成が受けられないことがあります。

●認定新規就農者、かつ、独立就農者であること
●就農後3年以内、かつ、18歳以上45歳未満であること
●申請時点で営農しており、今後も継続する見込みであること

（助成要件）

対象者 助成金額

（１人あたりの申請は3回まで）

年間最大20万円１人あたり

※事前申請が必要です。助成申請期間（本申請）
平成28年5月1日～平成28年6月30日

事前申請期間（事業エントリー）
平成27年10月1日～平成28年2月29日

独立新規就農者
※親元･雇用就農者は対象外となります

研修生を受け入れる皆さんへ

詳しくはお近くのJA・担い手サポートセンターまたはJAバンクアグリ・エコサポート基金へお問い合わせください。

資材費、住居費等、就農研修に必要な費用を助成します。

●本事業の助成を受けるにあたっては、事前申請が必要です。事前申請がない場合、本申請はできませんのでご留意ください。
●助成総額には上限があります。そのため、多数の申請があった場合には助成要件を満たしていても助成額が減額または助成が受けられないことがあります。

●恒常的、かつ、1年以上にわたって実施される実践的な研修
であること

●研修生が、①18歳以上65歳未満であり、かつ、②独立就農
もしくは親元就農後5年以内に経営承継が見込まれる方で
あること

研修受入先（農家、農業法人、生産者組織等）

もっと応援します

新規就農
新規就農応援事業がさらに活用しやすくなりました。

平成27年度新規就農応援事業

（研修生１人あたり24か月分まで）
月額最大3万円研修生１人あたり

（研修生１人あたり24か月分まで）
月額最大1万円研修生１人あたり

【指導・育成体制が充実している先】

【その他】

（助成要件）

対象者 助成金額

事業実施主体

※事前申請が必要です。助成申請期間（本申請）
平成28年5月1日～平成28年6月30日

事前申請期間（事業エントリー）
平成27年10月1日～平成28年2月29日

○ ＪＡ・ＪＦグループ近畿商談会
　マイドーム大阪にて、平成27年11月18
日に『ＪＡ・ＪＦグループ近畿商談会』
へ初めて参加しました。
　セラー82団体（うち当県は4団体参
加）、バイヤー160団体以上が集まり、農
林中央金庫主催の商談会では最大級の商
談会となりました。

● 愛媛県および農林中央金庫との
　　　　　　　海外輸出における連携強化

　愛媛県と連携し、平成28年2月24日～3
月1日までマレーシア「愛媛フェア」へ当
会役員2名および職員1名が参加し、また
現地販売員の応援としてさらに職員4名を
派遣しました。
　当会役員2名および職員1名はマレーシ
アの後、農林中央金庫が主催するシンガ
ポールのテストマーケティングへも足を延
ばし、現地消費者への嗜好やマーケット
情報の収集に努めました。

● いよてつ髙島屋ＪＡ直売所
　　　　　　　　　　　合同フェアの実施

　平成27年11月25日～12月8日の2週間の
期間限定にて、いよてつ髙島屋9階「くる
りん広場」にて、今回初めて『ＪＡ直売
所合同フェア』を開催し、安全安心なＪ
Ａブランドの魅力を情報発信（農業応援
ＰＲ）しました。

● 新規就農応援事業
　地域農業の担い手を育成し、地域農業
基盤の維持・地域活性化に貢献するた
め、新規就農者への農業費助成ならび
に、研修受入先への新規就農研修費用助
成事業の募集を実施しました。
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● 農機具等リース応援事業
　規模拡大等によりコスト低減に取り組
む農業者等に対し、農機具等導入にかか
るリース料の一部助成を行い、農業所得
の増大につなげるために全農えひめと連
携し、7月に米・野菜、1月に米・野菜・
畜酪にかかるリース助成事業の募集を実
施しました。

● 全国相談窓口の開設
　農業者などの様々な相談に対して専門
コンサルタントによる無料の経営相談が
できる全国相談窓口を開設しました。

● 地域イベントへの協賛を通じた地域密着の取り組み
　地域密着・地域貢献の一環として、地域イベントに積極的に参加・応援しております。

○ 第18回 俳句甲子園への協賛
　俳都松山で平成27年8月21日～23日に開催された第18回俳句甲子園に協賛し、俳句文学
の興隆、高校生の地域間・世代間交流や豊かな人間性が育まれるよう応援しました。

■ 文化的・社会的貢献活動

○ 第39回南海放送・ＪＡバンクえひめカップ
愛媛県少年サッカー大会への協賛

　平成27年6月～7月に開催された「第39
回南海放送・ＪＡバンクえひめカップ愛
媛県少年サッカー大会」に協賛するとと
もに、愛媛県少年スポーツの振興を図
り、地域相互の発展に努めました。
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○ えひめ・まつやま産業まつり 
すごいもの博2015への協賛

　平成27年11月21日・22日に開催された
「えひめ・まつやま産業まつりすごいも
の博2015」に協賛するとともに、ＪＡバ
ンクえひめのブースを設け、お餅を販売
しました。
　また、餅つきの体験コーナーも設け、
地域の皆さまと一緒にまつりを盛り上げ
ました。
　なお、売上金は「（公財）愛媛の森林基
金」へ全額寄付し、同基金による活動に
役立てられました。

○第54回「愛媛マラソン」への協賛
　平成28年2月7日に開催された第54回愛
媛マラソンに協賛するとともに、ＪＡバ
ンクえひめのブースを設け、県産米を使
用した「おにぎり」、ＪＡ女性部の皆さ
んと協力し、地元の豚肉、野菜を使用し
た「元気鍋」を配布しました。
　また、当会陸上部も大会に出場し、地
域の皆さまとのふれあい、ご声援の温か
さを実感しました。

○ 『えひめの「食」料理コンクール』
ＴＶ番組への協賛

　平成28年3月27日放送『ＪＡバンクえひ
めpresents 2016　ＥＨＩＭＥ　ＫＩＴＣ
ＨＥＮ　ＢＡＴＴＬＥ～頂上対決～ＴＯ
Ｐ　ＷＡＲＳ』ＴＶ番組に協賛し、
「愛」あるブランド産品のＰＲおよび地
産地消の推進を図りました。
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○ ＪＡバンクえひめ
ピンクリボン運動の取り組み

　地域貢献活動（ＣＳＲ）の一環として
「乳がん」への正しい知識の普及や早期
発見・早期治療の大切さを伝えることを
目的に、ＪＡバンクえひめとしてピンク
リボン運動に取り組みました。
　本取り組みは、ＪＡ愛媛厚生連とタイ
アップすることで無料の乳がん検診をセ
ットした定期積金の販売（平成26年度契
約者に対する無料乳がん検診の実施）を
行い、ＪＡの総合事業機能を最大限に活
用した取り組みとなりました。
　また、ピンクリボンえひめ協議会の活
動に賛同して、ピンクリボン運動で集ま
った寄付金の贈呈を行いました。

○ ダブルサポート施策の実施
① 買い物弱者対策への支援
　ＪＡバンクえひめとして、今後、組合
員や地域利用者の高齢化が進行していく
中、地域密着を基本とするＪＡの地域活
動・見守り活動などに対し側面から支援
しました。

② 振り込め詐欺未然防止運動について
　ＪＡバンクえひめでは、高齢者を狙っ
た「振り込め詐欺」等の特殊詐欺被害が
社会問題となっているため、県下12ＪＡ
および県信連の金融窓口職員が、貯金キ
ャンペーン期間に振り込め詐欺の注意喚
起メッセージを掲げた黄色いタスキをつ
けて、振り込め詐欺ストップ運動を実施
しました。
　また、ＪＡバンクえひめの渉外担当者
が、振り込め詐欺の注意喚起を呼びかけ
る黄色のブルゾンを着用して訪問活動を
行うとともに、この渉外担当者を「振り
込め詐欺撲滅隊」と命名し、愛媛県警と
連携した「振り込め詐欺撲滅隊出発式」
を執り行いました。



27

経

　
　
　
　
　営

○ 「愛顔つなぐえひめ国体・えひめ大会」
への支援

　平成29年9月～10月にかけて愛媛県で開
催される「愛顔つなぐえひめ国体・えひ
め大会」を支援するため、お客さまがご
契約いただいた定期貯金の0.01％相当額
を大会実行委員会に寄付する「愛顔つな
ぐえひめ国体・えひめ大会応援定期貯
金」（取扱期間：平成28年1月4日～5月31
日）の販売を行いました。
　また、定期貯金の取扱いに際して、愛
媛県知事への報告会を行いました。

○ 運転免許自主返納制度支援
　愛媛県警で取組んでいる「高齢者が運
転免許を自主的に返納しやすい環境を整
備し、交通事故を減少させる取組み」に
協力するため、運転免許証を自主的に返
納した方に対し、金利上乗せの特典を付
与した「運転免許自主返納応援定期貯
金」（取扱期間：平成28年1月4日～）の販
売を行いました。
　また、定期貯金取扱いに際して、愛媛
県警本部にて「運転免許自主返納支援事
業所加盟式」を執り行いました。

○ ＪＡバンクえひめ俳句コンテストの開催
　地域社会貢献活動（ＣＳＲ）の一環と
して「俳句王国（愛媛県）」ならではのイ
ベント「ＪＡバンクえひめ俳句コンテス
ト」（開催期間：平成27年4月1日～7月31
日）を実施しました。
　なお、県内から多数の応募があり、そ
の中から髙石幸平先生【「柿」主宰（ホト
トギス同人）】に選句していただき、入選
された15名の方に賞状と農産物をプレゼ
ントしました。
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● 少子高齢化社会への対応
　愛媛県が推進する少子・高齢化対策に賛同し、次世代育成支援対策推進法に基づく一般
事業主行動計画を策定し、子育て支援やワークライフバランスのとれた職場づくりに努め
ております。

● ＪＡバンク協調型事業への取組み
　子供たちの農業への理解が深まるよう、食と農業、環境保全などにかかる教材本を、県
内の小学校の5年生を対象に寄贈しました。

● ＪＡバンクえひめ健康促進事業への取組み
　平成27年11月、愛媛県の歯と口腔の健康
づくり月間にあわせ、日本歯科医師会が推
進している「80歳になっても20本以上自分
の歯を保とう」という「8020運動」に賛同
し、「8020ヨーグルト」（らくれん製品）
と小冊子「毎日みがいて元気な歯!!」（愛媛
県歯科医師会監修）を愛媛県内の国公立
小・中学生および教職員等に贈呈し、健康
促進に取り組みました。

● 災害時連携協定等の締結
　南海トラフ巨大地震などの大規模災害に備えるため、平成27年10月21日に愛媛県と
「災害時連携協力協定」、平成27年12月18日に県内金融機関と「災害発生時相互支援協
定」を締結しました。
　災害時はもとより、平常時においても地域の防災力の向上と、防災意識の普及・啓蒙に
取り組んでおります。

● 公共募金活動への協力
　赤い羽根募金および交通遺児育英募金などへの寄付協力を通じて、各種ボランティア活
動や地球環境保護活動などに取り組んでおります。
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●オール電化住宅
●ガス省エネ住宅（エコウィル、エネファームなど）
●太陽光発電住宅

エ コ 対 応 サ ポ ー ト

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

 
 
 
 
 
 
 

 

 

リフォームするならＪＡの「とくとくリフォームローン」！ ＪＡバンクは皆さまのエコライフを応援します！ 

全期間固定 （平成２8年７月1日現在） 

年１.９０% 

お借り入れ金額 

ご 返 済 期 間 

最高 1,000 万円 

最長15年 

○耐震リフォーム 
○バリアフリーリフォーム 
○エコリフォーム（オール電化工事、太陽光発電装置など） ○ＪＡ住宅ローンご利用中の方のリフォーム ○リフォームかし保険（愛媛県住宅リフォーム支援事業）に 加入したリフォーム 

 

 

さらにエコと安心なら  

上記の金利から 

▲０.２０% 
上記以外にも金利引下げ項目をご用意しております。詳しくはＪＡのローン相談窓口までお問い合わせください。 

※上記金利以外に別途保証料が必要です。 
※金利は毎月見直します。また金利情勢により月中に変更させていただく場合もございます。 
※お借入金額・ご返済期間等は商品によって異なります。詳しくは裏面「商品概要」をご覧ください。 

ＪＡバンクえひめ ローンサポートセンターへ 
 ０１２０－３７４－８８９ 

ＪＡはどなたでもご利用できます。お気軽にご相談ください。 （ご利用に際しては、組合員加入のための出資をしていただくこととなります。） 

（ローンサポートセンターはＪＡローンにかかる県内総合案内窓口です） 所在地：松山市南堀端町２番地３ ＪＡ愛媛１Ｆ 

金利引下げ項目 
 

ＪＪＡＡ住住宅宅ロローーンンととくくととくくププラランン  
※ＪＡ住宅ローンとくとくプランの商品内容について詳しくはＪＡのローン相談窓口まで 
お問い合わせください。（ＪＡバンクえひめホームページでもご確認いただけます。） 

ととくくととくくリリフフォォーームムロローーンン  
 

お問合せはお近くのＪＡまたは 

増改築や耐震・太陽光発電装置の設置工事・オール電化工事など、 お住まいのあらゆる資金ニーズにご利用できます！ 

住宅の『新築・購入』『大規模リフォーム』 『借換』『リフォーム費用を含めた借換』 なら!! 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  お問合せはお
近くのＪＡま

たは 

 
 
 

全期間 
最大 １１．．２２％ ▲ 「「ととくくととくくププ

ラランン」」なならら  

固固定定金金利利期期間間
終終了了後後、、再再

度度固固定定金金利利をを
選選択択さされれたた

場場合合、、そそのの時時
点点のの基基準準金金

利利かからら  

 

適用条件は裏
面をご覧下さい

。 

平成２８年７月
１日時点の基準

金利 （３年固定２．
７０％） （５年

固定２．９０％
） （１０年固定

３．３０％】 

（団体信用生命
共済付） 

年 
当初固定金利

 
期間終了後も

 
更にとくとく

 

新
規
実
行
金
利 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
※お借換えには

、別途保証料お
よび登記費用

等諸費用が必
要です。 

おお借借換換ええににもも
ごご利利用用いいたただだ

けけまますす。。  

 お借換え 

の一例 

  
現現在在ののごご返返済済

額額  

  
お借入れ残高

 2,000万円 

金利：年 2.40％（10年間） 

残存期間：25年 

毎月返済額：8
8,719円 

  
JJAA 住住宅宅ロローーンンで

でおお借借換換ええ  

 
10年固定を選択

された場合 

金利：年 1.20％（10年間） 

残存期間：25年 

毎月返済額：7
7,198円 

毎月 11,521円お得！ 

10年間合計で
は 

1,382,520円お得！ 

更に「とくとくプ
ラン」なら 

10 年後も金利引
下げ（最大

1.2％）がありま
す 

 
 
例えば、お借入

金額 2,000万円、お借入
残存 

期間 25年（元利均等
返済）の場合 

（金利が変動し
ないものとして

計算） 

≪総返済額で
比較≫ 

３％の総返済金
額  ⇒2,846万円 

▲0.2％（2.8％）⇒2,784万円⇒▲62万円 

▲1.2％（1.8％）⇒2,486万円⇒▲360万円 

金利引下げで
これだけ違い

ます！ 

 
※上記金額は

目安金額です
。 

金利水準等に
より、総返済金

額は異なります
。 

金金利利引引下下げげでで
どどれれだだけけ違違うう

のの？？  

 ここ
ここ
がが
ポポ
イイ
ンン
トト  

��
とと
くく
とと
くく
ププ
ララ
ンン
�� 

３年 
固定金利 年 ００．．８８      ００        ％  

 １１..２２００  
年 ％ 

１０年固定金利
 ５年 

固定金利 年 ００．．９９      ００        ％  
    ％ 

 

●表示金利は
、平成２８年７

月１日現在の金
利です。 

なお、金利は毎
月見直します。

 

●適用金利は
金融情勢等の

変化により月中
に見直しさせて

いただく場合が
 

ございます。 

 

ご注意 

ＪＪＡＡははどどななたた
ででももごご利利用用でで

ききまますす。。おお気気
軽軽ににごご相相談談下下

ささいい。。  

（ご利用に際
しては、組合

員加入のため
の出資をして

いただくこと
となります。）

 

 

ＪＡバンクえひ
めローンサポー

トセンターへ 

７月の金利 

  

ＪＪＡＡ住住宅宅ロローーンン
ののごご案案内内  

 

０１２０‐３
７４‐８８９

 

※上記金利以
外に別途保証

料が必要です。
裏面の商品概

要をご覧くださ
い。 

●太陽光発電設備
●太陽熱温水器
●オール電化設備（電気温水器、ＩＨクッキングヒーターなど）
●ガス省エネシステム（エコウィル、エネファームなど）
●断熱工事（壁などの断熱工事、二重サッシの取り付け）など

省 エ ネ リ フ ォ ー ム

●住宅の基礎部分の補強
●筋かいを入れるなどの壁の補強
●土台と柱を金物で固定　など

耐 震 リ フ ォ ー ム

バリアフリーリフォーム
●階段の勾配緩和
●手すりの取り付け
●段差の解消　など

● 地球環境に優しい暮らしをされる方を応援するローン商品の提供
　ＪＡバンクえひめでは、地球環境に優しい暮らしをされる地域の皆さまを応援するための
ローン商品を提供しております。

１．ＪＡ住宅ローン「とくとくプラン」
　この商品は3年、5年、10年の固定
金利期間選択型の住宅ローンです
が、固定金利期間終了後、再度固定
金利を選択された方に対して、以下
の項目に該当すると金利を引き下げ
ることとしております。

○ 次のいずれかに該当される方

２．とくとくリフォームローン
　この商品は、お住いの増改築などリフォーム工事にご利用いただけるものですが、工
事の中に以下のものが一つでも含まれていれば金利を引き下げることとしております。

住宅ローンをはじめとする各種ローンのご相談は、
県下JA・愛媛県信連の下記ローン相談窓口をお気軽にご利用ください。

－ 金融共済部　融資１課 －

－ 金融推進部　貸付課 －

－ ローンセンター －


